地域情報ニュース「品川しゅく」第158号　音声読み上げ用

令和７年7月7日　品川第一地域センター　発行
電話番号03-3450-2000　ファックス番号03-3450-2026

今号は、特集を7つ掲載しています。

特集1タイトル「みんなに知ってほしい　品川第一地区委員会　どんな組織？」
　品川第一地区委員会は区内13地区(センターごと)に置かれている青少年対策地区委員会のひとつで、子どもたちの健やかな成長を促すために様々な事業を行っているボランティア団体です。
　では、どういった事業を実施しているのか？昨年度を例に挙げると、夏に開催された品川第一地区まつりをはじめ、ボウリング大会やお台場ツアーといった親子向けの様々なイベントを行うほか、地区委員の研修会などを実施しました。今年度も地区まつりやボウリング大会など、数多くの事業を企画しています！ぜひ楽しみに待っていてくださいね！

　写真二枚は、昨年実施した「親子でＬＥＴ’Ｓ海苔つけ体験」の様子です。施設職員から海苔のお話を聞いたり、実際に体験したりと盛りだくさん！皆とても楽しめた様子で、地区委員さんもひと安心です。

挿入写真1：「自作の海苔を天日干ししている様子」
挿入写真2：「施設職員から海苔のお話を聞いている様子」

見出し1「Xやってます！遊びに来てね！」
アカウント名は＠471_Chikuiinkai　です！

特集2タイトル「認知症カフェ＠あけぼの薬局」
　4月18日(金)の午後1時30分より、新馬場駅近くの「あけぼの薬局」にて認知症カフェ(※)、『あけぼのカフェ』が開催されました！その時の様子を、品川区認知症啓発キャラクターのくるみちゃんが紹介します！くるみちゃんよろしくね♪

品川区認知症啓発キャラクターのくるみちゃんからの吹き出し
＞＞まず認知症カフェについて説明するよ！


　※認知症カフェとは”誰もが”住み慣れた地域で安心して気軽に集うことができる場のことだよ。専門職の講話があるカフェなど、内容は様々なんだ。

見出し1「カフェ情報はこちら!」
＞＞QRコードを掲示しています。

　毎月第３金曜日に開催している『あけぼのカフェ』では、機械を使用して血管年齢を測定したり、薬や健康について薬剤師さんや管理栄養士さんと気軽にお話したりすることができるよ。この日は栄養士クイズに挑戦したけれど、みんなが大好きなカレーに入れることが多いジャガイモが、実は【茎】の部分であることなど、知らないことをたくさん学んだよ！

挿入写真3：「血管年齢を地域の方が計測している様子」
挿入写真4：「みんなで栄養士さんのクイズに挑戦している様子」

見出し2「やってみよう！栄養士クイズ」
【甘藍（かんらん）】は次の野菜のうちどの漢字？
①ピーマン②ズッキーニ③キャベツ　答えは最後に発表するよ！探してみてね。

特集３タイトル「しなフェス２０２５」
９月１４日（日）午前11時～午後7時　＠品川学園
昨年大盛況のうちに幕を閉じた品川第一地区まつり（通称：しなフェス）を今年も開催します！子どもコーナーや模擬店、パフォーマンスなど、楽しい企画を検討しているのでお楽しみに！詳細はＸに掲載しますので、確認してみてください！一緒にしなフェス２０２５を盛り上げましょう！皆様のご参加をお待ちしております。

特集４タイトル「教えて金子会長！子育て地蔵をみに行こう」
皆さんは、品川第一地区管内に珍しいお地蔵さんが存在するのをご存知ですか？なんと、今回北品川二丁目町会の金子会長が、その珍しいお地蔵さんを案内してくださったので、特別にご紹介します！

挿入写真5：「北品川二丁目町会　金子会長の写真」

　写真のお地蔵さんがその珍しいお地蔵さんで、赤子を抱いています。このお地蔵さんが建てられたのは、大正10年7月。目黒川が改修される以前にできたお地蔵さんで、当時の目黒川はこのお地蔵さんの場所からすぐ後ろを流れていたそう。改修前の目黒川は台風が来るたびに水が溢れて氾濫していたのですが、その際この場所で子どもが溺れて亡くなってしまったため、その子を供養して建立したと伝わっています。今でも北品川2丁目20‐8でみることができるので、ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか？

挿入写真６：「子育て地蔵の写真」

特集５タイトル「注目！国勢調査始まります」
　5年に一度の国勢調査が実施されます。日本に住むすべての人と世帯が対象で、外国人の方も含みます。9月下旬から国勢調査員が各世帯を訪問し、調査票を配布します。
 回答期限は10月8日(水)です。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

【問合せ】地域活動課統計係　 電話：5742－6869　FAX5742－6750

特集６タイトル「新町会長・自治会長就任のお知らせ」
【天王洲会　鶴身明子（つるみ　あきこ）会長】

挿入写真7：「鶴身（つるみ）会長の顔写真」

　天王洲会は、天王洲アイルを拠点とする法人や地権者20数社で構成されるユニークな町内会で、70年余の歴史があります。
　天王洲エリアは、モノレール・りんかい線の２つの駅を要し、オフィスだけでなく、レストラン、アートギャラリーや劇場、また東京港のクルージングを楽しむための船着場も多くあり、区外からたくさんの方々が訪れる地域です。地域の活性化はもちろんのこと、防犯防火防災など、この地域の企業だからできる貢献や発展に繋がることに、天王洲会会員会社一同、取り組んで参る所存です。今後ともよろしくお願い申し上げます。

[bookmark: _GoBack]【都営東品川第四アパート自治会　上原廣（うえはら　ひろし）会長】

挿入写真８：「上原（うえはら）会長の顔写真」

　私は13年前に入居しました。初めは自治会の活動に無関心でしたが、他の会員さん達の自治会に対する熱気あふれる議論、防災防犯に力を入れている姿を見ているうちに高齢化は進んでいますが、これからは自治会員さんまたは地域の人たちと共に力強く歩んでいこうと思いました。
　特に私が力を入れたいのは直下地震の被害を最小限に抑えるために防災活動に立ち向かって行くことです。これからもみなさんのお知恵と助言をよろしくお願いします。

特集７タイトル「おしえて！支え愛・ほっとステーション」
　支え愛・ほっとステーションってどんなところ？それは地域センターの中にある「身近な福祉の相談窓口」です。皆さまからお話しを伺い、適切なサービスや機関をご案内します。また地域支援員(ボランティア)をはじめとする地域の皆さまと一緒に見守り活動をすることで、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためのお手伝いをしています。

見出し1「Ｆｏｃｕｓ（フォーカス）！救急代理通報システム」
　体調が悪いなど緊急時に通報ボタンを押すことで、警備会社から派遣員が自宅へ駆けつけます。身体の具合などに応じて、本人に代わって救急車を要請します。その他にも、生活リズムセンサーや火災センサーといった機械による見守りを24時間365日行います。※無料

見出し２「対象となる方」
　65歳以上の一人暮らし、または65歳以上のご家族のみの世帯の方(日中や夜間に65歳以上のひとり暮らし、または65歳以上のご家族のみの世帯になる場合も含む)

見出し３「申請窓口」
〇介護認定を受けている方　→在宅介護支援センター
〇介護認定を受けていない方　→支え愛ほっとステーション

見出し４「地域支援員募集中！」
　ボランティアにご興味のある方は是非お気軽に支え愛・ほっとステーションまでお問い合わせください。

特集2タイトル「認知症カフェ＠あけぼの薬局」
見出し2「やってみよう！栄養士クイズ」の答え　③キャベツ


地域情報ニュース「品川しゅく」第158号の内容は以上です。

